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春日市の未来について考えよう�

出前トーク「市長と語る」�
～いよいよ、7月3日から、市長が各地区に伺います～�

出前トーク「市長と語る」�

春
日
市
は
、
今
後
目
指
す
べ
き
将
来
都
市
像
を
「
輝
き
　
ふ
れ

あ
い
　
安
ら
ぎ
の
都
市

ま

ち

か
す
が
」
と
定
め
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
人
や
地
域
が
活
力
に
あ
ふ
れ
、
互
い
に
支
え
あ
う
、

快
適
で
や
さ
し
い
ま
ち
を
創
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
行
政
と
市
民
の
皆
さ

ん
が
、
共
に
手
を
取
り
合
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
皆
さ
ん
が
、
市
に
対
し
て
、
日
ご
ろ
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
お
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
夢
や
希
望
を
お

持
ち
な
の
か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
お
聴
き
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

７
月
か
ら
各
地
区
に
伺
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
と
ひ
ざ
を
交
え
、

率
直
な
意
見
交
換
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

春日市長

井上
いのうえ

澄和
すみかず

「
出
前
ト
ー
ク
」
の
日
程

期
　
　
日

地
区
公
民
館

７
月
３
日
�

７
月
４
日
�

７
月
５
日
�

７
月
10
日
�

７
月
17
日
�

７
月
18
日
�

７
月
19
日
�

７
月
24
日
�

７
月
25
日
�

７
月
26
日
�

７
月
31
日
�

８
月
２
日
�

10
月
２
日
�

10
月
３
日
�

10
月
９
日
�

10
月
10
日
�

10
月
11
日
�

10
月
16
日
�

下
白
水
南

上
白
水

白
水
池

日
の
出
町

岡
本

大
和
町

須
玖
南

昇
町

若
葉
台
東

弥
生

大
谷

泉塚
原
台

光
町

春
日
公
園

春
日
原
南

小
倉

春
日
原
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７
月
３
日
か
ら
始
ま
る
「
出
前
ト
ー
ク
」。
い
っ
た
い
、
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
な
？
と
、

思
っ
て
い
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

で
は
「
出
前
ト
ー
ク
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
紹
介
し
ま
す
。

「
出
前
ト
ー
ク
」の
目
的
は
？

21
世
紀
は
地
方
の
時
代
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
方
の
時
代
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
が
、
自
分
た
ち
の
こ
と
を

自
分
た
ち
で
考
え
、
自
分
た
ち
の

責
任
に
お
い
て
決
定
し
、
運
営
し

て
い
く
時
代
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
が
、

春
日
市
を
、
ど
の
よ
う
に
し
た
い

と
考
え
て
い
る
か
、
知
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
皆
さ
ん
が
自
主
的
に
参

加
し
、
地
域
の
た
め
に
活
動
す
る

よ
う
な
環
境
を
整
え
る
こ
と
も
必

要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
と
直
接

意
見
を
交
換
し
合
え
る
「
出
前
ト

ー
ク
」
を
開
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

い
つ
、
ど
こ
で
や
る
の
？

７
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、

市
内
32
地
区
す
べ
て
の
地
区
公
民

館
で
行
い
ま
す
。

ま
た
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人

が
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
、
す
べ

て
夜
間
に
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

だ
れ
が
来
る
の
？

市
長
が
伺
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
部
長
以
上
の
職
員

も
伺
う
予
定
で
す
。

参
加
す
る
に
は
？

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

自
分
の
地
区
で
参
加
で
き

な
い
場
合
は
？

他
の
地
区
の
「
出
前
ト
ー

ク
」
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
を
話
し
合
う

の
？特

に
決
め
ら
れ
た
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る

こ
と
を
自
由
に
お
話
し
く
だ
さ
い
。

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

※

春
日
原
南
地
区
は
、
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

30
分
に
行
い
ま
す
。

※

日
程
な
ど
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
、
市
報

や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
地
区
の
回
覧
板
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

行
政
管
理
課

QA

QAQA

QAQA

宝
町

天
神
山

春
日

小
倉
東

平
田
台

紅
葉
ヶ
丘

千
歳
町

松
ヶ
丘

惣
利

ち
く
し
台

須
玖
北

桜
ヶ
丘

下
白
水
北

若
葉
台
西

10
月
23
日
�

10
月
24
日
�

10
月
30
日
�

10
月
31
日
�

11
月
８
日
�

11
月
13
日
�

11
月
14
日
�

11
月
15
日
�

11
月
20
日
�

11
月
21
日
�

11
月
22
日
�

11
月
27
日
�

11
月
28
日
�

11
月
29
日
�

QA
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基
本
計
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今
日
、
地
球
規
模
の
環
境
問
題
や
都

市
化
の
進
展
な
ど
を
背
景
に
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
心
の
豊
か
さ
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、「
緑
の
保
全

や
維
持
管
理
」
へ
の
要
求
も
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
春
日
市
に
お
い
て
は
、
緑
は

遺
跡
や
史
跡
な
ど
と
一
体
と
な
っ
て
ま

ち
の
風
景
を
か
た
ち
づ
く
る
重
要
な
要

素
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
緑
に
く
つ
ろ

ぎ
や
安
ら
ぎ
を
求
め
る
市
民
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
緑
は
ま
ち
づ
く
り
の
大
切

な
資
源
な
の
で
す
。

春
日
市
は
急
速
な
都
市
化
の
中
で
多

く
の
緑
を
失
っ
て
き
ま
し
た
。一
方
で
、

市
民
と
行
政
の
努
力
に
よ
り
、
新
た
な

緑
を
創
造
し
、
今
日
の
「
緑
豊
か
な
都

市
」
を
育
て
て
き
ま
し
た
。

「
緑
」
は
21
世
紀
の
暮
ら
し
を
支
え

る
重
要
な
社
会
資
本
で
す
。
今
後
も
、

市
民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果

た
し
な
が
ら
、
先
人
た
ち
が
残
し
た

「
ふ
る
さ
と
　
か
す
が
」
を
守
り
伝
え

る
と
と
も
に
、
新
た
な
緑
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
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計
画
に
書
か
れ
て
い
る
20
年
後
の
目
標
値
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

6.8ha 23.4ha 8.8㎡� 10.0㎡�

25％� 35％�

1.4ha 5.0ha
2％� 5％�

※

「
春
日
市
緑
の
基
本
計
画
」
は
、

市
役
所
２
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
や

市
民
図
書
館
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

公
園
街
路
課
公
園
緑

地
担
当

市
は
、
緑
を
守
り
、
育
て
て
い
く
た
め
の
指
針
と
な
る
、『
春
日
市
緑

の
基
本
計
画
』
を
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
も
と
に
作
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
計
画
は
、
20
年
後
の
春
日
市
の
「
緑
豊
か
な
ま
ち
の
姿
」
に
つ
い

て
の
具
体
的
な
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
実
現
し
て
い

く
た
め
に
、
市
民
と
行
政
が
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
を
示
し
て
い
ま
す
。

基
本
方
針

「
守
る
」

自
然
の
緑
を
大
切
に
守
り
、
活
か
し

ま
す

「
創
る
」

安
心
と
く
つ
ろ
ぎ
の
あ
る
暮
ら
し
を

支
え
る
緑
を
整
備
し
ま
す

「
育
む
」

市
民
が
ま
ん
な
か
の
緑
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
し
く
み
を
つ
く
り
ま
す

市
民
の
役
割

▽
自
然
の
緑
の
保
全
や
新
た
な
緑
の

創
出
に
努
め
ま
す
。

▽
住
ま
い
の
緑
の
増
加
や
手
入
れ
、

緑
の
公
開
に
努
め
ま
す
。

▽
地
域
の
公
園
や
街
路
樹
な
ど
の
美

し
さ
を
保
ち
ま
す
。

行
政
の
役
割

▽
市
民
と
と
も
に
、
自
然
の
緑
の
保

全
と
活
用
に
努
め
ま
す
。

▽
公
園
の
整
備
や
道
路
、
公
共
公
益

施
設
の
敷
地
内
の
緑
化
を
推
進
し

ま
す
。

▽
市
民
の
自
主
的
な
緑
化
を
支
援
し

ま
す
。



Ｉ
Ｔ
講
習
会
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講習内容（パソコンの基礎操作）
○文書の作成
○インターネットの利用方法
○電子メールの利用方法
対象 このＩＴ講習会をはじめて受講する20歳以

上の人で、１コースの全日程を受講できる
人（途中でコースの変更はできません）

定員 各コース20人（申込多数の場合は抽選）
受講料 無料
※　教材費として、１，０００円程度必要です。
申込方法 記入例を参考にハガキで6月15日�

（当日消印有効）までに申し込む

※ 申し込みは１人1枚に限ります。受講決定
者には、後日、受講カードを郵送します。
申込先 ＩＴ講習会担当（〒816－８５０１

春日市役所）
問い合わせ先 企画情報課情報推進担当

�（584）１１４４

市民のパソコンの基礎技能の修得を目的に、ＩＴ講習会を各地区で開催しています。
今回（第３期）実施するのは、若葉台西、泉、天神山、桜ヶ丘、ちくし台、小倉東、春日、塚原台、光町、春日公園、
春日原南の各地区公民館です。

申込ハガキの記入例

第３期ＩＴ講習会受講申込
①住所　
②氏名　
③生年月日　
④電話番号　
⑤第１希望の会場（公民館）・コース
⑥第２希望の会場（公民館）・コース
⑦第３希望の会場（公民館）・コース

第3期無料パソコン講習会（ＩＴ講習会）�
申込受付　6月1日（金）～15日（金）�

今後（最終回）の予定
u第４期（受付　９月３日～17日）

小倉、春日原、宝町、下白水北、千歳町、

平田台、紅葉ケ丘、松ケ丘、惣利、須玖

北
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懇
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齢
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市
は
、
平
成
14
年
度
か
ら
、
市
内
の

公
共
施
設
を
巡
回
す
る
バ
ス
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
）
の
運
行
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
導
入
に
あ
た
っ
て
市
民
の
皆
さ
ん
の

幅
広
い
意
見
を
聞
き
、
こ
れ
を
計
画
に

取
り
入
れ
て
い
く
た
め
、
「
市
民
懇
話

会
」
を
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
懇
話
会
で
、
バ
ス
の
効
率
的
な

運
行
な
ど
に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア
を
提

案
し
て
い
た
だ
く
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

20
歳
以
上
の
市
民(

平
成
13
年
４

月
１
日
現
在)

募
集
人
数

12
人
以
内

※

応
募
多
数
の
場
合
は
、
市
内
を
東

西
南
北
の
４
地
域
に
分
け
て
抽
選
し

ま
す
。

期
間

８
月
１
日
か
ら
６
か
月
間
程
度

会
議

月
１
回
（
計
６
回
程
度
）

時
間

平
日
の
午
後
１
時
〜
５
時
の
う

ち
２
時
間
程
度

※

謝
礼
や
交
通
費
な
ど
の
支
給
は
あ

り
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

６
月
20
日
�
（
必
着
）
ま

で
に
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
都
市
計
画
課
に
直
接

持
参
、
ま
た
は
郵
送
す
る
。

※

申
込
書
は
、
市
役
所
、
ふ
れ
あ
い

文
化
セ
ン
タ
ー
、い
き
い
き
プ
ラ
ザ
、

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
ナ
ギ
の

木
苑
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課

老
齢
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
て
受
給
権
を
満
た
し
た
人
が
65
歳

に
な
っ
た
と
き
か
ら
も
ら
え
ま
す
。

次
の
期
間
を
合
計
し
て
25
年
以
上
あ

れ
ば
、
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

▽
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
期
間

（
任
意
期
間
を
含
む
）

▽
合
算
対
象
期
間

・
会
社
員
な
ど
の
配
偶
者
で
任
意
加

入
し
な
か
っ
た
期
間
（
昭
和
61
年

３
月
ま
で
）

・
20
歳
以
上
の
学
生
で
任
意
加
入
し

な
か
っ
た
期
間
（
平
成
３
年
３
月

ま
で
）

・
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
間

で
海
外
に
住
ん
で
い
た
期
間

・
厚
生
年
金
な
ど
か
ら
脱
退
手
当
金

を
受
け
て
い
た
期
間
な
ど
。

▽
第
２
号
被
保
険
者
期
間
（
厚
生
年

金
、
共
済
年
金
加
入
期
間
）

▽
第
３
号
被
保
険
者
期
間

老
齢
基
礎
年
金
の
額
は
、
保
険
料
納

付
月
数
に
よ
っ
て
年
金
額
が
変
わ
り
ま

す
。

▽
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年

間
す
べ
て
納
め
た
場
合

80
万
４，

２
０
０
円

▽
未
納
期
間
や
免
除
期
間
が
あ
る
場
合

計
算
式
に
よ
っ
て
減
額
さ
れ
た
額
に

な
り
ま
す
。

※

昭
和
16
年
４
月
２
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
は
、
生
年
月
日
に
よ
り
、
納

め
る
期
間
（
40
年
）
が
、
短
縮
さ
れ

ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
一
定
期
間
分
ま

と
め
て
支
払
う
（
前
納
）
と
、
割
引
さ

れ
ま
す
。

前
納
す
る
こ
と
で
、
納
め
忘
れ
も
な

く
、
割
引
も
さ
れ
て
、
お
得
で
す
。

６
月
29
日
ま
で
に
前
納
で
き
る
期
間
と

保
険
料
額

▽
６
月
〜
平
成
14
年
３
月
分

13
万
１，

０
６
０
円

（
１，

９
４
０
円
お
得
で
す
）

▽
６
月
〜
11
月
分
（
半
年
前
納
）

７
万
９，

１
５
０
円

（
６
５
０
円
お
得
で
す
）

※

手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
国
保
年
金
課
年
金
担
当
）

受
給
資
格
は
？

老
齢
基
礎
年
金
の
額

80万4,200円�40年間すべて�
納めた場合�

未納期間や免除�
期間がある場合� 80万4,200円×�

保険料を�
納めた月数�

保険料を免除�
された月数�

加入可能年数40年×12か月�

3
1

＋� ×�

会
員
を
募
集
し
ま
す�

春
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入
市
民
懇
話
会�

前
納
す
る
と
割
引
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
保
険
料

市
は
、
平
成
４
年
度
に
市
役
所
循

環
バ
ス
を
導
入
し
た
も
の
の
、
利
用

者
が
少
な
く
、
２
年
間
で
廃
止
し
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。

市
民
に
と
っ
て
本
当
に
使
い
勝
手

の
よ
い
バ
ス
に
す
る
た
め
に
は
、
こ

の
教
訓
を
踏
ま
え
た
十
分
な
検
討
が

必
要
で
す
。

今
回
、
設
置
す
る
「
市
民
懇
話
会
」

で
は
、
車
種
の
選
定
、
運
行
経
路
、

便
数
、
運
営
形
態(

委
託
方
式
か
自

前
か)

な
ど
に
つ
い
て
、
地
域
の
実

情
を
知
る
市
民
の
意
見
を
お
聞
き
す

る
も
の
で
す
。
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公示（名簿による立候補の届け出）�
　一定の要件を満たす政党は、当選順位を付け
ないで候補者名簿を届け出ます。�

各政党が候補者名簿を届出�
（当選順位はなし）�

投票�
　有権者は投票用紙に、名簿に記載された候補者
名を記載して投票します。ただし、候補者名に代
えて政党名を記載して投票することができます。�

候補者名でも、�
政党名でも投票できる�

開票（当選人の決め方）�
①政党の総得票数に基づいて各政党の当選人の
　数が決まります。なお、政党の総得票数は、候補
　者個人の得票と政党名の得票を合算したものと
　します。�
②各政党に配分された当選人の数のなかで、得票
　数のもっとも多い候補者から順次当選人が決ま
　ります。�

各政党の総得票に応じて議席を比例配分し、�
候補者ごとの得票数の順に当選人を決める�

結果�

３人当選� ２人当選�

選挙の流れ�

これまでの参議院比例代表選挙は、あらかじめ政党の側で候補者の当選順位を決めておく方式（拘束名簿式）
で、有権者は政党名を記載して投票していました。これに対し、新たに導入された非拘束名簿式は、候補者の
当選順位は決められていません。候補者名または政党名のいずれかを記載して投票する方式なので、有権者は
自分が当選させたいと思う候補者を選ぶことができるようになりました。

（春日市明るい選挙推進協議会）
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2001.  6.  1 市報かすが

河
鍋

か
わ
な
べ

佑
哉

ゆ
う
や

ち
ゃ
ん
（
上
白
水
）

平
成
12
年
６
月
29
日
生

勝か
つ

海
斗

か
い
と

ち
ゃ
ん
（
昇
町
）

平
成
12
年
６
月
30
日
生

小
手
川

こ

て

が

わ

怜れ
い

ち
ゃ
ん
（
下
白
水
北
）

平
成
12
年
６
月
16
日
生

兒
玉

こ
だ
ま

捷
汰

し
ょ
う
た

ち
ゃ
ん
（
一
の
谷
）

平
成
12
年
６
月
11
日
生

合
澤

あ
い
ざ
わ

美
香

み

か

ち
ゃ
ん
（
宝
町
）

平
成
12
年
６
月
21
日
生

出
産
・
育
児
を
ひ
か
え
、
不
安
を
か

か
え
て
い
る
パ
パ
マ
マ
の
た
め
の
教
室

で
す
。

講
義
の
後
は
、
班
に
別
れ
て
先
輩
の

マ
マ
や
パ
パ
を
囲
ん
で
の
話
や
交
流
会

を
行
い
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

６
月
23
日
�

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

対
象

妊
娠
経
過
が
順
調
で
、
出
産
予

定
日
が
お
お
む
ね
７
月
か
ら
10

月
の
妊
婦
と
そ
の
夫

定
員

20
組(
申
込
先
着
順)

講
師

堀ほ
り

尚
子

な

お

こ

さ
ん
（
助
産
婦
）

内
容

夫
婦
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

呼
吸
法
と
補
助
動
作

申
込
方
法

６
月
20
日
�
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む
　

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�
（
501
）
１
１
３
４

リ
ウ
マ
チ
に
悩
ん
で
い
る
人
の
た
め

の
講
演
会
で
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時

６
月
10
日
�

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場

福
岡
市
民
福
祉
プ
ラ
ザ
「
ふ
く

ふ
く
プ
ラ
ザ
」
５
階
（
福
岡
市

中
央
区
荒
戸
３
―
３
―
39
）

内
容

▽
最
近
の
リ
ウ
マ
チ
の
治
療

講
師
　
大
塚

お
お
つ
か

毅
た
け
し

さ
ん
（
九
州
大
学
医

学
部
第
一
内
科
医
師
）

▽
新
し
い
外
科
的
治
療

講
師
　
生
野

い

く

の

英
祐

え
い
す
け

さ
ん
（
福
岡
大
学

医
学
部
整
形
外
科
医
師
）

※

こ
の
ほ
か
、
専
門
の
医
師
が
相
談

に
応
じ
る
療
養
相
談
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の

会
福
岡
支
部
　
香
川

か

が

わ

�
（
585
）
５
４
９
１

ぜ
ん
息
を
克
服
す
る
た
め
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
兼
ね
た
キ
ャ
ン
プ
で
す
。

期
日

８
月
５
日
�
〜
８
日
�
（
３
泊

４
日
）

場
所

福
岡
県
少
年
自
然
の
家
「
玄
海

の
家
」（
宗
像
郡
玄
海
町
神
湊

１
２
７
６
）

対
象

小
学
１
〜
６
年
生

参
加
費

２
万
８，

０
０
０
円

申
込
方
法

封
書
で
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
学
年
、
性
別
、
連
絡
先
電

話
番
号
を
明
記
し
、
宛
先
を
書

い
た
返
信
用
封
筒
（
23
・
５

㎝
×
12
㎝
）
と
80
円
切
手
２
枚

を
同
封
し
て
６
月
20
日
�(

必

着
）
ま
で
に
申
し
込
む

※

６
月
24
日
�
ま
で
に
採
否
を
通
知

し
、
７
月
８
日
�
に
予
診
を
行
っ
て

参
加
者
を
決
定
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

国
立
療
養
所

南
福
岡
病
院
ぜ
ん
息
児
夏
期
キ

ャ
ン
プ
係
（
〒
811
―
１
３
９
４

福
岡
市
南
区
屋
形
原
４
―
39
―

１
）

�
（
565
）
５
５
３
４

健
康
・
保
健�

ぜ
ん
息
児
の
夏
期
キ
ャ
ン
プ

国
立
療
養
所
南
福
岡
病
院

パ
パ
マ
マ
教
室

参
加
者
募
集

リ
ウ
マ
チ
医
療
講
演
会
・

相
談
会

６
月
４
日
か
ら
の
「
歯
の
衛
生
週

間
」
に
合
わ
せ
て
、
筑
紫
歯
科
医
師

会
が
行
う
、
第
24
回
「
歯
を
守
る
集

い
」
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

６
月
10
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１

―
１
２
０
）

内
容

歯
科
相
談
、
歯
み
が
き
指
導
、

マ
ン
ガ
映
画
上
映
、
人
形
劇
、

講
演
会
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

市
健
康
課

�
（
501
）
１
１
３
４

歯
ミ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
１�
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

春
日
市
献
血
推
進
協
議
会
に
よ
る
献

血
を
行
い
ま
す
。

会
場
・
日
時

▽
春
日
野
小
学
校

６
月
８
日
�
午
前
10
時
〜
正
午

▽
春
日
東
小
学
校

６
月
８
日
�
午
後
１
時
〜
４
時

▽
日
の
出
小
学
校

６
月
13
日
�
午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時

▽
天
神
山
小
学
校

６
月
27
日
�
午
前
10
時
〜
正
午

▽
春
日
南
小
学
校

６
月
27
日
�
午
後
１
時
〜
４
時

問
い
合
わ
せ
先

厚
生
課

管
理
栄
養
士
が
、
専
門
的
な
栄
養
相

談
と
栄
養
情
報
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。

日
時

毎
月
第
１
、
３
火
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※
　
予
約
が
必
要
で
す
。

場
所

筑
紫
保
健
所
（
大
野
城
市
白
木

原
３
―
５
―
25
）

相
談
内
容

▽
病
態
、
母
子
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な

ど
の
専
門
的
栄
養
相
談

▽
栄
養
成
分
表
示
や
特
別
用
途
食
品
に

つ
い
て
の
相
談
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
保
健
所
保
健
課

健
康
増
進
係

�
（
513
）
５
５
８
３

健
康
度
測
定
を
受
け
て
、
健
康
づ
く

り
を
し
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
に
合
っ
た

効
果
的
な
運
動
方
法
を
指
導
し
ま
す
。

日
時

▽
６
月
11
日
�

午
前
10
時
〜
、
11
時
〜
、
正
午
〜

▽
６
月
26
日
�

午
後
１
時
〜
、
２
時
〜
、
３
時
〜

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
健
康
度
測
定

室
（
昇
町
１
―
１
２
０
）

内
容

▽
診
察
・
肥
満
度
チ
ェ
ッ
ク
▽

最
大
酸
素
摂
取
量
の
測
定
（
自

転
車
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
を
約
16

分
間
こ
ぐ
）
▽
健
康
度
の
評
価

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

20
歳
以
上
の
人

定
員

各
30
人
（
申
込
先
着
順
）

参
加
費

２，

１
０
０
円

※

事
前
（
３
か
月
以
内
）
に
市
で
行

う
基
本
健
康
診
査
か
同
程
度
の
健
康

診
断
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�
（
501
）
１
１
３
４

春
日
市
在
住
で
市
外
の
小
学
校
に
通

学
し
て
い
る
小
学
６
年
生
を
対
象
と
し

た
無
料
の
予
防
接
種
で
す
。

受
け
ら
れ
る
の
は
、
三
種
混
合
・
二

種
混
合
予
防
接
種
を
３
回
以
上
接
種
し

て
い
る
人
で
す
。

日
程
・
会
場

▽
６
月
12
日
�
　
春
日
原
小
学
校

春
日
野
小
学
校

▽
６
月
20
日
�
　
春
日
南
小
学
校

▽
６
月
26
日
�
　
春
日
東
小
学
校

▽
７
月
３
日
�
　
大
谷
小
学
校

日
の
出
小
学
校

▽
７
月
５
日
�
　
春
日
北
小
学
校

春
日
小
学
校

▽
７
月
10
日
�
　
天
神
山
小
学
校

須
玖
小
学
校

▽
７
月
11
日
�
　
春
日
西
小
学
校

受
付
時
間

午
後
１
時
20
分

申
込
方
法

６
月
４
日
�
ま
で
に
、
電

話
で
申
し
込
む

※

子
ど
も
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る

た
め
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�
（
501
）
１
１
３
４

お
わ
び
と
訂
正

市
報
か
す
が
５
月
15
日
号
の
「
ジ
フ

テ
リ
ア
・
破
傷
風
予
防
接
種
」
の
記
事

で
、「
三
種
混
合
・
二
種
混
合
予
防
接

種
を
３
回
以
上
接
種
し
て
い
る
人
は
受●

け
ら
れ
ま
せ
ん

●

●

●

●

●

●

」
と
あ
る
の
は
、「
受●

け
ら
れ
ま
す

●

●

●

●

●

」
の
誤
り
で
す
。

粗
大
ゴ
ミ
か
ら
再
生
さ
れ
た
自
転
車

や
家
具
な
ど
を
、
無
料
で
譲
り
ま
す
。

対
象
は
、
春
日
市
と
大
野
城
市
に
住

ん
で
い
る
人
で
す
。
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

展
示
期
間

６
月
11
日
�
〜
22
日
�

(

土
・
日
曜
日
は
休
み)

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
（
春
日
公
園
６
―
２
）

申
込
方
法

展
示
期
間
中
、
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
に
あ
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
す
る（
自
転
車
、

家
具
類
そ
れ
ぞ
れ
１
点
の
み
申

し
込
み
可
）

※

リ
サ
イ
ク
ル
品
は
、
当
選
者
本
人

に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

ま
た
、
引
取
っ
た
物
に
不
具
合
が

あ
っ
た
り
、
そ
れ
が
原
因
で
事
故
な

ど
が
生
じ
て
も
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

春
日
大
野
城
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ

�
（
596
）
７
０
６
６

家
庭
で
使
っ
て
い
る
も
の
の
中
に

は
、
化
学
物
質
を
含
む
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

殺
虫
剤
な
ど
の
薬
剤
の
ほ
か
に
も
、

洗
剤
な
ど
の
日
用
品
や
、
直
接
口
に
入

る
調
味
料
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

化
学
物
質
は
正
し
く
使
用
す
れ
ば
と

て
も
役
に
立
ち
ま
す
が
、
使
用
方
法
を

誤
っ
た
り
、
正
し
い
管
理
や
捨
て
方
を

し
な
い
と
、
人
体
や
環
境
な
ど
に
、
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

説
明
書
な
ど
を
よ
く
読
み
、
正
し
く

取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

安
全
に
取
り
扱
う
た
め
に

①
必
要
以
上
に
買
わ
な
い

②
で
き
る
だ
け
使
わ
な
い

③
人
体
や
環
境
に
影
響
の
少
な
い
商
品

を
選
ぶ

④
使
用
上
の
注
意
を
よ
く
読
み
、
正
し

く
使
用
す
る

⑤
液
が
か
か
っ
た
り
、
液
を
吸
い
込
ん

だ
り
し
な
い
よ
う
、
マ
ス
ク
や
手
袋

な
ど
使
う

⑥
風
の
強
い
日
に
は
、
薬
剤
の
散
布
を

避
け
る

⑦
紛
失
し
た
り
破
損
し
た
り
し
な
い
よ

う
に
、
適
切
に
管
理
す
る

⑧
捨
て
る
場
合
は
、
正
し
く
安
全
に
処

理
す
る

問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課
生
活
公

害
担
当

市
内
の
小
学
校
で
行
い
ま
す

献
血
に
ご
協
力
を

６
月
の
健
康
度
測
定

参
加
者
募
集

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

自
転
車
、
家
具
類
を
譲
り
ま
す

筑
紫
保
健
所

栄
養
相
談
を
行
い
ま
す

環
　
境�

正
し
く
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う

家
庭
で
の
殺
虫
剤
な
ど

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

予
防
接
種
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中
村

な
か
む
ら

咲
弥
花

さ

や

か

ち
ゃ
ん
（
昇
町
）

平
成
12
年
６
月
16
日
生

陣
内

じ
ん
の
う
ち

巧た
く
み

ち
ゃ
ん
（
昇
町
）

平
成
12
年
６
月
15
日
生

真
子

ま

こ

明
日
香

あ

す

か

ち
ゃ
ん
（
弥
生
）

平
成
12
年
６
月
９
日
生

西
山

に
し
や
ま

大
成

た
い
せ
い

ち
ゃ
ん
（
上
白
水
）

平
成
12
年
６
月
19
日
生

福
岡
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
「
あ
す

ば
る
」
は
、
11
月
23
日
�
〜
25
日
�
に
、

「
あ
す
ば
る
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
１
」
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

「
あ
す
ば
る
フ
ェ
ス
タ
」
は
、
県
民

の
皆
さ
ん
に
参
加
、
交
流
し
て
も
ら
い

な
が
ら
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
だ
れ

も
が
自
分
ら
し
く
の
び
の
び
と
生
き
て

い
け
る
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を

目
指
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

こ
の
「
あ
す
ば
る
フ
ェ
ス
タ
」
で
自

主
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
フ
ェ
ス
タ
を
一

緒
に
創
り
あ
げ
て
い
く
団
体
を
広
く
募

集
し
ま
す
。

”女
ら
し
く
、
男
ら
し
く
“
、
よ
り

も

”自
分
ら
し
く
“
、
そ
し
て
、
明
る

く
元
気
な
企
画
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
内
容

▽
共
同
企
画

従
来
の
社
会
的
慣
行
・
意
識
・
生
活

習
慣
の
見
直
し
と
い
っ
た
視
点
か
ら

女
性
問
題
の
解
決
や
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
を
目
指
し
た
も
の

▽
フ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト

団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
活
動
発
表
や
自

由
な
テ
ー
マ
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
、
ス

テ
ー
ジ
発
表
、
展
示
、
バ
ザ
ー
な
ど

▽
産
直
ふ
れ
あ
い
市

女
性
農
業
者
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
農
産

物
お
よ
び
加
工
品
の
即
売
市

※

共
同
企
画
に
つ
い
て
の
み
、
一
部

補
助
が
あ
り
ま
す
。

募
集
対
象

主
と
し
て
福
岡
県
を
中
心

に
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

応
募
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
６
月
30
日
�
ま
で
に
Ｆ

Ａ
Ｘ
か
郵
送
、
ま
た
は
直
接
持

参
す
る

選
考

あ
す
ば
る
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
１

実
行
委
員
会
が
審
査
の
上
決
定

し
、
結
果
を
応
募
者
に
通
知
す

る
（
７
月
上
旬
の
予
定
）

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
女
性

総
合
セ
ン
タ
ー
「
あ
す
ば
る
」

事
業
課
「
あ
す
ば
る
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
１
係
」（
〒
816
―
０
８

０
４
原
町
３
―
１
―
７
）

�
（
584
）
１
２
６
１

5
（
584
）
１
２
６
２

福
岡
県
弁
護
士
会
は
、
裁
判
所
に
親

し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
弁
護
士
が
引
率

す
る
裁
判
所
の
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

実
際
の
裁
判
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
は
無
料
で
す
。

期
間

６
月
11
日
�
〜
15
日
�

見
学
時
間

▽
午
前
の
部

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

▽
午
後
の
部

午
後
０
時
30
分
〜
３
時
30
分

※

い
ず
れ
も
開
始
時
刻
ま
で
に
集
合

し
て
く
だ
さ
い
。

集
合
場
所

県
弁
護
士
会
館
（
福
岡
市

中
央
区
城
内
１
―
１
）

※

団
体
の
場
合
の
み
、
事
前
の
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
弁
護
士
会

�
（
741
）
６
４
１
６

春
日
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

約
５
５
０
人
の
会
員
で
組
織
す
る
社
団

法
人
で
す
。
臨
時
的
・
短
期
的
な
仕
事

を
引
き
受
け
、
そ
の
仕
事
を
希
望
す
る

会
員
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

春
日
市
に
住
む
お
お
む
ね
60
歳
以
上

の
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
で
あ

れ
ば
、
だ
れ
で
も
会
員
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

あ
な
た
も
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知

識
を
仕
事
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会

日
程

毎
月
第
４
火
曜
日
　

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所

春
日
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
松
ヶ
丘
１
―
５
）

問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー

�
（
596
）
１
８
２
６

募
　
集�

あ
す
ば
る
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
１

い
ろ
ん
な
企
画
を
待
っ
て
い
ま
す

裁
判
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

参
加
者
募
集

　写真は、お子さんの顔が大き
く写っているもので、裏にお子
さんの氏名（ふりがな）、生年月日、
住所、電話番号を書き、広報担
当まで郵送してください。�
　対象は３歳までで、７月１日ま
での到着分の中から抽選で決定
します。�

あ
な
た
も
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

△昨年行われた劇「一寸
ちょっと

ちゃんが行く」
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

みてみてきいて�

友人に､キャッチホンを付
けている家が何軒かあるの
だが､あれはどうも気分のよ
いものではない｡
付けている家は､話し中に

大事な用件などがかかって
きたりするから必要だとい
うのだろうが､それで電話を
切られたり待たされたりす
る方は、「私はどうなる
の?｣という感じ｡何だか友
だちをなくす道具のような
気がするのだけれど･･･｡
楽しい話で盛り上がって

いるところへ､横から割り込
まれて邪魔された気分だ｡便
利な道具がすべて良いとい
うものでもないなあと思う
のだ｡

匿名希望

キヤッチホン

舅
しゅうと

が入院中のため、自転
車で病院に見舞いに行って
います。
普段は、個人の駐輪場に

預けるのですが､その日は日
曜日で休み。市営の駐輪場
に預けることにしました。
私が｢お願いします｣と言

うと、大きな声で｢いってら
っしゃい｣と暖かいことばで
見送ってくださいました。
帰りに自転車を取りに行く
と､またまた、やさしく｢お
かえりなさい｣｢お疲れさま
でした｣と迎えてくださいま
した。
｢ただいま｣ということば

を忘れかけている自分が少
しはずかしくなりました。
声をかけてくれる人もい

ないせいか、久しぶりに聞
いたこのことばに、幸せな
一日を感じました。

T．S．

ことば
ペンネーム

春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
福
祉

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
会
費
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
福
祉
活
動
（
事
業
）
を
行
っ
て

い
ま
す
。

だ
れ
も
が
安
心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
は
、
私
た
ち
の
参
加
が
あ

っ
て
実
現
で
き
る
の
で
す
。

あ
な
た
も
ぜ
ひ
会
員
に
な
っ
て
、
身

近
な
福
祉
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

会
費
（
年
額
）

▽
一
般
会
員
　
１，

２
０
０
円

▽
法
人
会
員
　
５，

０
０
０
円

▽
賛
助
会
員
　
１
万
円

▽
特
別
会
員
　
３
万
円

受
付
先

各
自
治
会
長
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
ナ
ギ
の
木
苑
」、
社
会

福
祉
協
議
会

※

郵
便
振
込
の
方
法
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
社
会
祉
協
議

会
総
務
課
総
務
財
政

�
（
581
）
７
２
２
５

昭
和
24
年
６
月
１
日
に
、
人
権
擁
護

よ

う

ご

委
員
法
が
施
行
さ
れ
、
地
域
住
民
の
中

に
あ
っ
て
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護

す
る
機
関
と
し
て
、
人
権
擁
護
委
員
制

度
が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
ち
な
ん
で
、
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
は
、
６
月
１
日
を
「
人
権

擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
人
権
尊
重

意
識
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

春
日
市
で
は
、
現
在
７
人
の
人
権
擁

護
委
員
が
人
権
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。

同
和
問
題
を
は
じ
め
、
女
性
、
子
ど

も
、
高
齢
者
、
障
害
の
あ
る
人
、
ア
イ

ヌ
の
人
々
、
外
国
人
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者

や
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
な
ど
の
問

題
。
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
通
信
な
ど
を
悪
用
し
た
差
別

や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
な
ど
、
人
権

に
関
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で

す
。相

談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
り
ま
す
。

春
日
市
人
権
擁
護
委
員

▽
白
山

し
ら
や
ま

法
子

の

り

こ

（
下
白
水
南
４
丁
目
）

�
（
571
）
０
１
９
３

▽
高
野

た

か

の

光
雄

み

つ

お

（
須
玖
南
３
丁
目
）

�
（
591
）
１
１
３
４

▽
白
水

し
ろ
う
ず

欣
也

き

ん

や

（
小
倉
６
丁
目
）

�
（
591
）
０
２
２
９

▽
片
野

か

た

の

明
子

あ

き

こ

（
松
ヶ
丘
２
丁
目
）

�
（
596
）
６
３
２
６

▽
森
山

も
り
や
ま

利
徳

と
し
の
り

（
松
ヶ
丘
４
丁
目
）

�
（
595
）
０
８
４
６

▽
福
島
恭
輔

ふ
く
し
ま
き
ょ
う
す
け

（
泉
１
丁
目
）

�
（
571
）
５
２
２
５

▽
別
府

べ

っ

ぷ

る
み
子こ(
春
日
原
北
町
５
丁
目)

�
（
591
）
７
６
０
６

特
設
人
権
相
談

毎
月
１
回
、
市
役
所
で
人
権
に
関
す

る
問
題
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

日
程

毎
月
第
１
火
曜
日

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

問
い
合
わ
せ
先

人
権
女
性
政
策
課

公
認
会
計
士
や
税
理
士
、
司
法
書
士

な
ど
で
構
成
す
る
福
岡
専
門
職
団
体
連

絡
協
議
会
に
よ
る
無
料
相
談
会
で
す
。

日
時

６
月
９
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
受
付
　
午
後
３
時
ま
で
）

会
場

福
岡
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
（
福

岡
市
中
央
区
天
神
１
―
８
―
１)

相
談
内
容

雇
用
・
労
働
、
相
続
、
登

記
、
不
動
産
、
特
許
・
商
標
、

税
務
、ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
、

成
年
後
見
制
度
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
専
門
職
団
体
連

絡
協
議
会

�
（
715
）
４
３
１
７

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
と
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
に
よ
る
、
弁
護
士
の
無
料

法
律
相
談
で
す
。

日
時

６
月
28
日
�
、
７
月
12
日
�

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
１
階
相

談
室
（
筑
紫
野
市
二
日
市
６
７

４
―
１
）

定
員

５
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

両
日
と
も
６
月
21
日
�
午

前
８
時
30
分
以
降
に
電
話
で
予

約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法
務
局

筑
紫
支
局

�
（
922
）
２
８
８
１

春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会

平
成
13
年
度
福
祉
会
員
募
集

一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
を

６
月
１
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日

相
　
談�

く
ら
し
・
事
業
な
ん
で
も

相
談
フ
ェ
ア

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
律
相
談
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一
般
官
署
、
郵
便
局
、
税
務
署
な
ど

の
初
級
係
員
を
募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格

昭
和
55
年(

郵
政
区
分
は

同
51
年
、
税
務
区
分
は
同
56

年)

４
月
２
日
〜
昭
和
59
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

申
込
受
付
期
間

６
月
20
日
�
〜
27
日

�

第
１
次
試
験
日

９
月
２
日
�

※

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

人
事
院
九
州
事
務
局

�
（
431
）
８
１
７
３

【

h
ttp
://p

laza7
.m
b
n
.o
r.jp

/ ̃
n
p
aq
/

】

期
日

８
月
１
日
�
〜
３
日
�

会
場

第
一
保
育
短
期
大
学
・
第
一
経

済
大
学
（
太
宰
府
市
五
条
３
―

国
家
公
務
員
Ⅲ
種
試
験

（
高
校
卒
業
程
度
）

資
格
・
試
験�

11
―
25
）

願
書
請
求
・
申
請
期
間

６
月
１
日
�

〜
15
日
�

願
書
な
ど
の
請
求
・
申
請
先

市
こ
ど

も
未
来
課
保
育
所
担
当

※

詳
し
く
は
、
こ
ど
も
未
来
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
保
育
所
連
盟

保
育
士
試
験
準
備
講
習
会

保
育
士
試
験
受
験
を
希
望
す
る
人
の

た
め
の
受
験
準
備
講
習
会
で
す
。

期
日

７
月
９
日
�
〜
21
日
�

会
場

第
一
経
済
大
学
（
太
宰
府
市
五

条
３
―
11
―
25
）

申
込
書
配
布
期
間

６
月
12
日
�
〜
22

日
�

申
込
書
配
布
・
提
出
先

県
保
育
所
連

盟
（
原
町
３
―
１
―
７
ク
ロ
ー

バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

�
（
582
）
７
９
５
５

※

申
込
書
は
、
市
こ
ど
も
未
来
課

で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

福
岡
県
保
育
士
試
験

日
程
（
申
込
期
限
）

①
６
月
18
日
〜
29
日
（
６
月
11
日
�
）

②
７
月
６
日
〜
18
日
（
６
月
30
日
�
）

③
９
月
３
日
〜
14
日
（
８
月
31
日
�
）

④
10
月
１
日
〜
15
日
（
９
月
25
日
�
）

⑤
11
月
12
日
〜
26
日
（
11
月
５
日
�
）

※

い
ず
れ
も
月
・
水
・
金
曜
日
の
６

日
間
で
す
。

時
間

午
後
６
時
〜
８
時

会
場

宇
美
商
業
高
校
産
業
教
育
振
興

棟
３
階
パ
ソ
コ
ン
室

※
　
駐
車
場
も
あ
り
ま
す
。

定
員

20
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

内
容

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
、
電
子
メ
ー

ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

受
講
料

１
、
５
０
０
円

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
す
る

日
程
（
番
号
と
期
間
）、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
書

い
て
申
込
期
限
（
必
着
）
ま
で

に
送
る

※

複
数
の
コ
ー
ス
に
申
し
込
む
場
合

は
、
１
日
程
に
つ
き
ハ
ガ
キ
１
枚
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

宇
美
商
業
高

校
Ｉ
Ｔ
講
座
係
（
〒
811
―
２
１

０
４
宇
美
町
井
野
52
―
１
）

�
（
932
）
０
１
３
５

宇
美
商
業
高
校
Ｉ
Ｔ
講
習
会

受
講
者
募
集 講

　
座�
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月
７
日
、
春
日
原
地
区
の
龍
神
池

駐
車
場
西
側
の
歩
道
に
、
色
と
り
ど
り

の
花
が
植
え
ら
れ
た
大
型
プ
ラ
ン
タ
ー

20
基
が
ず
ら
り
と
並
び
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ま
ち
の
美
化
に
熱
心
な
同

地
区
の
自
治
会
が
、
市
や
�
都
市
緑
化

基
金
が
進
め
て
い
る
「
花
い
っ
ぱ
い
運

動
」
の
助
成
を
受
け
て
設
置
し
た
も
の

で
す
。

こ
の
日
は
、
地
区
住
民
に
加
え
、
総

合
学
習
を
兼
ね
た
春
日
原
小
学
校
の

３
、４
年
生
約
１
１
０
人
が
お
手
伝
い
。

プ
ラ
ン
タ
ー
に
土
を
詰
め
る
こ
と
か

ら
始
め
て
、
約
２
時
間
か
け
て
サ
ル
ビ

ア
や
ペ
チ
ュ
ニ
ア
な
ど
数
種
類
の
花
苗

を
植
え
付
け
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、「
種
類
の
違
う
花

を
ど
う
配
置
し
た
ら
彩
り
が
よ
い
か
学

校
で
研
究
し
た
甲
斐
が
あ
っ
た
」
と
、

植
え
終
わ
っ
た
プ
ラ
ン
タ
ー
と
植
付
配

置
図
を
見
比
べ
な
が
ら
満
足
げ
で
し
た
。

ま
た
、
こ
の
運
動
を
指
揮
す
る
鶴
田

自
治
会
長
は
、「
次
は
商
店
会
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
春
日
原
駅
前
通
り
を
花
で

飾
り
ま
す
」と
張
り
切
っ
て
い
ま
し
た
。

市
は
、緑
化
事
業
の
一
環
と
し
て
、

こ
の
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
進
め

て
い
ま
す
。

今
回
の
プ
ラ
ン
タ
ー
設
置
は
、
そ

の
モ
デ
ル
地
区
に
選
ん
だ
春
日
原
自

治
会
に
プ
ラ
ン
タ
ー
や
花
苗
の
購
入

費
を
助
成
し
た
も
の
で
す
。

今
後
、
こ
の
運
動
を
市
内
全
域
に

広
げ
、
文
字
通
り
花
い
っ
ぱ
い
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

（
公
園
街
路
課
）△植付配置図どおりに植えてね
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

みてみてきいて�

情報の国際化が一段と進
む昨今、ＩＴ

アイティー

普及国民運動
の一環として、春日市でも
ＩＴ講習会が行われていま
す｡この講習によって､市民
がＩＴ基礎技能を学べば､イ
ンターネットを利用して簡
単に｢新しい世界の窓｣を見
ることができます。
しかし今回、受講できる

のは、市の人口の約３％に
すぎません｡多くの市民、特
に機械と英語に弱い高齢者
は、相変わらず情報社会の
迷子なのです。
この市民の情報格差を是

正するためには、生涯学習
の中核であるふれあい文化
センターにパソコンコーナ
ーを設けたり、市内の小中
学校のパソコン教室を利用
して、市民のためのＩＴ教
室を開いてほしいものです。
また、総合学習の時間を

利用して、児童生徒と校区
の人たちが、ＩＴ授業を共
学できるようにしてほしい
です。年齢に関係なく、お
互いに教えたり教えられた
りと、きっと楽しい授業に
なると思います。状況によ
って、高齢者がＩＴ教室の
お手伝いをすれば、先生も
助かると思います。
特に、核家族の時代に幼

老共学は、世代間交流の場
としても有効です。
ＩＴ講習で情報格差を縮

めながら､地域の活性化、高
齢者の社会参加と生活の質
の向上、学校と地域の連携
強化、子どもたちの生きる
力の育成などにつなげられ
ればと願っています。
春日市独自のＩＴ講習や

授業の実現を願っています。

高山
たかやま

質
ただし

デジタルデバイド（情報格差）

親
子
で
一
緒
に
芸
術
に
ふ
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
程
・
内
容

▽
６
月
23
日
�

北
九
州
市
立
美
術
館
に
行
こ
う

▽
７
月
15
日
�

陶
芸(

小
石
原
焼)

に
挑
戦

▽
８
月
中
旬
　

津
軽
三
味
線
に
ふ
れ
て
み
よ
う

▽
９
月
中
旬
　

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

「
チ
ェ
ロ
」
に
ふ
れ
て
み
よ
う

▽
10
月
13
日
�

演
劇
「
言
葉
の
表
現
」
に
つ
い
て

▽
11
月
11
日
�

狂
言
に
ふ
れ
て
み
よ
う

▽
11
月
18
日
�

ゴ
ス
ペ
ル
に
ふ
れ
て
み
よ
う

※

講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
な
ど
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
（
大

谷
６
―
24
）
ほ
か

対
象

小
学
５
・
６
年
生
、
中
学
生
と

そ
の
保
護
者

定
員

19
組
38
人
（
申
込
先
着
順
）

参
加
費(

年
額)

１
組
２，

４
０
０
円

申
込
方
法

６
月
15
日
�
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

公
民
館
担
当

�
（
575
）
４
１
２
１

外
国
人
講
師
が
、
世
界
中
の
い
ろ
い

ろ
な
国
の
文
化
や
風
習
を
紹
介
す
る
講

座
で
す
。

受
講
は
無
料
で
す
。

日
程

７
月
５
日
〜
８
月
２
日
（
毎
週

木
曜
日
　
全
５
回
）

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階

大
会
議
室
（
大
谷
６
―
24
）

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
20
歳
以
上
の
人

定
員

50
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
に
電
話
で
、
ま
た

は
直
接
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

公
民
館
担
当

�
（
575
）
４
１
２
１

県
や
市
の
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を

利
用
す
る
場
合
に
必
要
な
16
㎜
映
写
機

の
操
作
技
術
講
習
会
で
す
。

資
格
を
取
っ
て
、
地
域
や
学
校
、
サ

ー
ク
ル
な
ど
で
上
映
会
な
ど
を
開
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

受
講
は
無
料
で
す
。

日
時

６
月
24
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目

的
室
Ａ
（
大
谷
６
―
24
）

対
象

市
内
に
居
住
、
ま
た
は
通
勤
・

通
学
す
る
20
歳
以
上
の
人

定
員

20
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

�
（
575
）
４
１
２
１

昼
間
に
時
間
が
と
れ
な
い
人
の
た
め

の
、
夜
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
で
す
。

日
程

６
月
20
日
・
27
日
、
７
月
４
日

・
11
日
・
18
日
・
28
日
、
８
月

１
日(

全
７
回)

時
間

午
後
７
時
〜
９
時
（
７
月
28
日

は
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）

会
場

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
昇
町

３
―
１
０
１
）

定
員

30
人
（
申
込
先
着
順
）

参
加
費

２
０
０
円
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
保
険
料
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

か
す
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

�
（
501
）
１
１
３
６

日
商
簿
記
検
定
２
級
資
格
取
得
に
向

け
て
の
受
験
対
策
講
座
で
す
。

日
程

７
月
４
日
�
〜
11
月
16
日
�

（
原
則
と
し
て
毎
週
月
・
水
曜

日
　
全
32
回
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場

福
岡
市
女
性
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚

室
（
福
岡
市
南
区
高
宮
３
―
３

―
１
）

受
講
料

１
万
８，

０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
・
資
料
代
を
含
む
）

定
員

50
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

６
月
１
日
�
以
降
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
地
区
職

業
訓
練
協
会

�
（
671
）
６
８
３
１

親
と
子
の
芸
術
鑑
賞
教
室

会
員
募
集

国
際
科
講
座

受
講
生
募
集

わ
か
り
や
す
い
商
業
・
工
業
簿
記

２
級
受
験
対
策
講
座

夜
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

受
講
生
募
集

16
ミ
リ
映
写
機
操
作
技
術

認
定
講
習
会
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2001.  6.  1 市報かすが

ボ
ー
ル
が
打
て
る
程
度
の
初
心
者
の

人
、
一
緒
に
テ
ニ
ス
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

毎
週
月
・
金
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
（
大
谷
６
―
28
）

会
費

月
額
１，

０
０
０
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
和
住

わ

ず

み

（
昼
間
）

�
（
595
）
２
７
０
３

▽
民
谷

た

み

や

（
夜
間
）

�
（
592
）
６
２
９
４

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
、

お
よ
び
協
会
に
登
録
し
て
い
る
人(

学

生
は
除
く)

を
対
象
に
し
た
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
で
す
。

日
時

６
月
24
日
�
　
午
前
９
時
受
付

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２
階

競
技
場
（
大
谷
６
―
28
）

種
目

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
混
合
ダ
ブ
ル
ス

※

そ
れ
ぞ
れ
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
ク
ラ
ス

が
あ
り
ま
す
。

一
人
１
種
目
の
み
参
加
で
き
ま
す
。

春
日
市
オ
ー
プ
ン

交
歓
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

参
加
費

１，

２
０
０
円

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
種

目
を
記
入
し
、
６
月
９
日
�

（
必
着
）
ま
で
に
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

藤
野

ふ

じ

の

ノ
ブ
子

（
〒
816
―
０
８
０
７
宝
町
１
―

１
―
１
―
３
０
２
）

�
（
585
）
８
１
７
７

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
、
楽
し
く
汗
を
流

し
ま
せ
ん
か
。

春
日
原
小
学
校
区

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ａ

ふ

た

ば

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

日
時

毎
週
水
・
金
曜
日

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

場
所

春
日
野
小
学
校
体
育
館

問
い
合
わ
せ
先

山
下

や
ま
し
た

�
（
585
）
６
５
２
７

春
日
野
小
学
校
区

ふ
た
ば
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

日
時

毎
週
水
・
金
曜
日

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

場
所

春
日
野
小
学
校
体
育
館

問
い
合
わ
せ
先

北
川

き
た
が
わ

�
（
584
）
８
０
２
８

春
日
南
小
学
校
区

春
日
球
志

き
ゅ
う
し

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

日
時

毎
週
水
・
金
曜
日

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

場
所

春
日
南
小
学
校
体
育
館

※

子
ど
も
連
れ
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

野
中

の

な

か

�
（
581
）
０
９
０
３

健
康
づ
く
り
を
か
ね
て
、
水
泳
大
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

７
月
15
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

※

参
加
人
数
に
よ
っ
て
は
時
間
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
市
民

プ
ー
ル
（
屋
外
50
ｍ
プ
ー
ル
）

参
加
資
格

市
内
に
住
ん
で
い
る
小
学

生
以
上
の
人

申
込
方
法

指
定
の
申
込
書
に
、
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
７
月
３
日

�
ま
で
に
申
し
込
む

※

開
催
要
項
と
申
込
書
は
、
市
民
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
西
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
、
市
役
所
市
民
課
、
い
き
い

き
プ
ラ
ザ
に
置
い
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

�
（
571
）
３
２
３
４

初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。
参
加
は
無

料
で
す
。気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

６
月
17
日
�

午
前
９
時
30
分
〜

場
所

西
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
那
珂

川
町
中
原
５
４
１
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

田
中

た

な

か

�
（
591
）
８
０
３
９

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
員
募
集

春
日
市
水
泳
大
会

６
月
15
日
�
か
ら
、
屋
外
50
ｍ
プ

ー
ル
が
利
用
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
、

泳
ぎ
に
来
て
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
の
は
、
中
学
生
以
上

の
人
で
す
。
小
学
生
や
幼
児
は
、
隣

の
温
水
プ
ー
ル
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

期
間

６
月
15
日
�
〜
９
月
14
日
�

時
間

▽
火
〜
土
曜
日
　
午
後
１
時
〜
８
時

▽
日
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
　

※

７
月
20
日
〜
８
月
31
日
は
、
午

前
９
時
〜
午
後
９
時
ま
で
利
用
で

き
ま
す
。

※

毎
週
月
曜
日
と
第
３
火
曜
日
は

休
み
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

�
（
915
）
３
５
０
０

6
月
15
日
〜
9
月
14
日�

屋
外
プ
ー
ル
の
利
用
が
始
ま
り
ま
す�

屋外50mプール使用料金�

※　春日市内に居住または勤務している人以外は倍額となります。�

普通券�
区　　分�

２時間以内� 超過３０分ごと� ２時間券�
１２枚つづり�

回数券�

個
　
人�

一　　般�

中・高生�

団体（３０人以上）� 上記金額の２割引�

１５０円�

１００円�

６０円�

４０円�

１,５７０円�

１,０５０円�

ふ
れ
あ
い
卓
球
大
会

ス
ポ
ー
ツ�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

部
員
募
集
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

�　ハガキに題名、住所、氏名、電話番
号を書いて送ってください。とく名や
ペンネームも可。�
　なお、編集の都合で、原文を要約し
たり、表現を変えたりすることがあります。�
あて先　〒８１６－８５０１春日市役所　　
　　　広報担当「エッセイ」係�
※　掲載した人には図書券（500円分）
　を進呈します。�

みてみてきいて�

近所に大型リサイクル店
ができました。
もともと、物を捨てるこ

とのできない性格の私は、
これはチャンスとばかりに、
不用品を大きな紙袋５つに
入れて持っていきました。
全部引き取ってもらえる

と思い込んでいたので､｢こ
れで家もすっきりするし、
ものたちも報われる｣と幸せ
な気分にひたっていました。
ところが、実際に引き取

ってもらえたのは１袋分だ
け。後のものは逆に処分料
が必要とのこと。結局、残
りは全部持ち帰りました。
ショックでしばらくは立

ち直れませんでした。しか
し、リサイクルについて考
えるよい機会になりました。
今後は、大変そうだけど

フリーマーケットに挑戦し
てみようと思っています。
市でも、そんな機会をたく
さんつくってくださいね。

りょうたん

いらない物
ペンネーム

福
岡
労
働
局
と
福
岡
県
は
、
男
女
労

働
者
間
の
格
差
解
消
を
目
指
す
企
業
の

積
極
的
な
取
り
組
み
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

ア
ク
シ
ョ
ン
）
を
進
め
る
た
め
、
講
演

会
を
開
き
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
、
だ
れ
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

日
時

６
月
６
日
�

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場

ア
ク
ロ
ス
福
岡
国
際
会
議
場
　

(

福
岡
市
中
央
区
天
神
１
―
１

―
１)

定
員

２
０
０
人
（
申
込
先
着
順
）

演
題
・
講
師

▽
「
女
性
の
能
力
活
用
と
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
す
す
め
」

奥
山

お
く
や
ま

明
良

あ

き

ら

さ
ん(

成
城
大
学
法
学
部

教
授)

▽
「
わ
が
社
に
お
け
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
」

重
渕
雅
敏
さ
ん
（
東
陶
機
器
㈱
代
表

取
締
役
社
長
）

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
福
岡
労
働
局
雇
用
均
等
室

�
（
411
）
４
８
９
４

▽
県
新
雇
用
開
発
課

�
（
643
）
３
５
８
６

い
ろ
ん
な
子
育
て
を
テ
ー
マ
に
し
た

公
開
講
演
会
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

６
月
22
日
�

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階

大
会
議
室
（
大
谷
６
―
24
）

演
題

『
子
育
て
十
色
』
〜
い
ろ
ん
な

子
育
て
あ
っ
て
い
い
　
い
ろ
ん

な
こ
ど
も
が
い
て
も
い
い
〜

講
師

豊
永

と
よ
な
が

せ
つ
子こ

さ
ん
（
の
ぞ
み
愛

児
園
園
長
）

定
員

１
０
０
人
（
先
着
順
）

※

託
児
（
一
人
３
０
０
円
）
を
行
い

ま
す
。
託
児
を
希
望
す
る
人
は
、
６

月
１
日
�
以
降
に
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
（
定
員
20
人
・
申
込
先

着
順
）。

託
児
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市

青
少
年
育
成
市
民
会
議
（
社
会

教
育
課
内
）

�
（
575
）
４
１
２
１

野
外
活
動
場
内
の
星
の
館
（
天
体
観

測
所
）
で
、
星
の
観
望
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

６
月
30
日
�

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

※

天
候
次
第
で
、
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

場
所

春
日
市
野
外
活
動
場
星
の
館

(

大
野
城
市
牛
頸

う
し
く
び

２
３
７
４
ー

２)
対
象

市
内
居
住
者
（
中
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

参
加
費

高
校
生
以
上
２
０
０
円
、
中

学
生
以
下
１
０
０
円

定
員

20
人
程
度
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

申
込
方
法

６
月
22
日
�
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

�
（
571
）
３
２
３
４

障
害
者
医
療
の
受
給
資
格
更
新
を
行

い
ま
す
。

対
象
者
の
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
受
給

資
格
が
自
動
更
新
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場

合
は
、
市
役
所
に
申
請
に
来
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
医
療
証
は
、
６
月
末
に

ご
自
宅
へ
郵
送
し
ま
す
。

申
請
手
続
き
が
必
要
な
人
に
は
、
６

月
末
に
案
内
を
送
り
ま
す
。７
月
中
に
、

市
役
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

（
国
保
年
金
課
医
療
担
当
）

男
女
雇
用
機
会
均
等
推
進
セ
ミ
ナ
ー

企
業
に
お
け
る
男
女
格
差
の
解
消

講
　
演�

春
日
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

子
育
て
公
開
講
座

先
方
へ
の
電
話
は
６
月
１
日
以
降
に
お

願
い
し
ま
す
。

【
ゆ
ず
り
ま
す
】

●
ノ
ー
ト
型
ワ
ー
プ
ロ
▽
富
士
通
オ
ア

シ
ス
30
Ｌ
Ｘ
Ⅲ
▽
説
明
書
、
フ
ロ
ッ
ピ

ー
、
イ
ン
ク
リ
ボ
ン
、
ケ
ー
ス
、
電
源

コ
ー
ド
付
▽
８
千
円
▽
寺
塚
�
（
596
）

９
１
２
９

《
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
掲
載
希
望
は
》

ハ
ガ
キ
に
、
住
所
、
氏
名(

匿
名
は

不
可)

、
電
話
番
号
、
品
物
名(

色
、
サ

イ
ズ
、特
徴
な
ど
詳
し
く)

、
有
料
・
無

料
の
別(

有
料
の
場
合
は
１
万
円
を
上

限
と
す
る
希
望
価
格)

な
ど
を
書
い
て

市
役
所
広
報
担
当
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

※

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

を
進
め
る
た
め
の
伝
言
板
で
す
。
営
　

利
目
的
で
の
利
用
は
遠
慮
く
だ
さ
い
。

な
お
、
品
物
の
引
き
取
り
方
法
や

ク
レ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
直
接
当
事

者
間
で
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他�

イ
ベ
ン
ト�

星
の
観
望
会

障
害
者
医
療

受
給
資
格
の
更
新

し
げ
ぶ
ち
ま
さ
と
し



お
知
ら
せ

16

2001.  6.  1 市報かすが

平
成
14
年
歌
会
始
の
お
題
が
「
春
」

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

１

詠
進
歌
は
、
お
題
を
読
み
込
ん
だ

自
作
の
短
歌
で
、
一
人
１
首
と
し
、

未
発
表
の
も
の
。

２

用
紙
は
半
紙(

和
紙)

と
し
、
毛
筆

で
自
書
。

３
　
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め
自

書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

代
筆
も
し
く
は
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
を
用

い
て
も
よ
い
。
な
お
、
視
覚
障
害
者

の
人
は
、
点
字
で
の
詠
進
も
で
き
ま

す
。

４
　
書
式
は
半
紙
を
横
長
に
用
い
、
右

半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名(

ふ
り
が
な)

、

生
年
月
日
お
よ
び
職
業(

な
る
べ
く

具
体
的
に)

を
縦
書
き
で
記
載
す
る

(

以
前
に
職
業
に
就
い
た
こ
と
の
あ

る
場
合
に
は
、
な
る
べ
く
も
と
の
職

業
を
書
く)

。

な
お
、
主
婦
の
場
合
は
、
単
に
「
主

婦
」
と
書
い
て
も
よ
い
。

注
意

▽
代
筆
の
場
合
は
、
別
の
紙
に
代
筆
の

理
由
、
代
筆
者
の
住
所
お
よ
び
氏
名

を
書
い
て
詠
進
歌
に
添
え
る
。

▽
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
を
使
用
し
た
場
合
は
、

そ
の
理
由
を
別
の
紙
に
書
い
て
詠
進

歌
に
添
え
る
。

詠
進
の
期
間

９
月
30
日
�
ま
で(

当

日
消
印
有
効)

送
り
先

〒
100
―
８
１
１
１
　
宮
内
庁

(

封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き

添
え
る
）

※

不
明
な
点
は
、
宮
内
庁
式
部
職
へ

９
月
20
日
�
ま
で
に
、
郵
便
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
、
必

ず
返
信
用
封
筒(

郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
を
書
き
、
切
手
を
は
っ
た
も

の)

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

【h
ttp
://w

w
w
.ku

n
a
ich

o
.g
o
.jp

/1
2
/d
1
2
-0
3
.h
tm
l

】

厚
生
労
働
省
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
に
よ
る
「
第
５
回
人
口
移

動
調
査
」
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
５
年
に
一
度
行
わ
れ
る
も

の
で
、
人
口
移
動
の
傾
向
が
ど
の
よ
う

に
変
化
し
た
か
を
調
査
し
、
少
子
・
高

齢
問
題
な
ど
と
の
関
連
や
人
口
移
動
の

要
因
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
す
。

調
査
結
果
は
、
厚
生
労
働
行
政
を
は

じ
め
と
す
る
、
各
種
行
政
の
基
礎
資
料

と
し
て
、
政
策
の
形
成
や
実
現
な
ど
の

た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
地
区

光
町
１
丁
目
の
一

部

調
査
方
法

６
月
中
に
、
調
査
員
が
直

接
対
象
と
な
る
家
庭
を
訪
問
し

調
査
票
を
配
布
す
る

調
査
日

７
月
１
日

※

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、

再
び
調
査
員
が
回
収
に
伺
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
保
健
所
企
画
指

導
係

�
（
513
）
５
５
８
１

県
は
、
市
町
村
合
併
の
推
進
に
向
け

た
地
域
の
取
り
組
み
を
行
う
団
体
に
対

し
て
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
団
体

▽
市
町
村

▽
市
町
村
が
設
置
す
る
研
究
会

▽
農
協
・
商
工
会
議
所
な
ど
の
公
共
的

団
体

▽
地
域
づ
く
り
団
体
な
ど

対
象
と
な
る
事
業

▽
市
町
村
合
併
に
関
す
る
研
究
会
や
懇

話
会
、
研
修
会
な
ど
の
実
施

▽
市
町
村
合
併
推
進
の
た
め
の
先
進
事

例
調
査
や
住
民
意
識
調
査
な
ど
の
調

査
研
究

▽
講
演
会
の
開
催
や
、
ポ
ス
タ
ー
の
作

成
・
配
布
な
ど
の
啓
発
事
業

申
込
期
限

７
月
31
日
�

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
地
方
課
調
整
係

�
（
643
）
３
０
７
２

【h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.fu

ku
o
k

a.jp
/to
p
/yello

w
1
0
.h
tm

】

母
子
医
療
の
受
給
資
格
更
新
を
行
い

ま
す
。
市
役
所
で
更
新
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

更
新
申
請
を
し
な
い
と
、
７
月
31
日

で
受
給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
対
象
者
に
は
、
５
月
末
に
案

内
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

（
国
保
年
金
課
医
療
担
当
）

女
性
問
題
の
解
決
や
、
男
女
共
同
参

画
社
会
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
の
研
修

を
実
施
す
る
団
体
な
ど
に
対
し
て
、
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象

団
体
や
企
業
お
よ
び
今
後
、
継

続
的
に
活
動
が
で
き
る
10
人
以

上
の
グ
ル
ー
プ

内
容

研
修
会
の
講
師
料
、
託
児
費
用

な
ど
の
補
助

※
　
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

人
権
女
性
政
策
課
男

女
平
等
推
進
担
当

児
童
手
当
を
も
ら
っ
て
い
る
人
は
、

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

こ
れ
は
、
所
得
の
状
況
や
養
育
状
況

な
ど
を
確
認
す
る
た
め
に
、
毎
年
行
う

も
の
で
す
。

こ
の
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、
６

月
分
以
降
の
児
童
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
公
務
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

６
月
11
日
�
〜
29
日
�

場
所

市
役
所
２
階
こ
ど
も
未
来
課

持
っ
て
く
る
も
の

▽
児
童
手
当
現
況
届
通
知
書
（
市
か
ら

送
ら
れ
て
く
る
ハ
ガ
キ
）

▽
印
か
ん

▽
健
康
保
険
証

▽
平
成
13
年
度
児
童
手
当
用
所
得
証
明

書
（
平
成
13
年
１
月
２
日
以
降
に
転

入
し
た
人
の
み
）

▽
子
ど
も
を
含
む
世
帯
全
員
の
住
民
票

の
写
し
（
子
ど
も
と
別
居
し
て
い
る

人
の
み
）

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
未
来
課
母
子

児
童
担
当

平
成
14
年
歌
会
始

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

市
町
村
合
併
推
進

支
援
し
ま
す

半紙（和紙）�

〒
　
　
住
　
所

　
　
　
電
話
番
号

　
　
　
　
　

　
　
　
氏
　
　
名

　
　
　
　
　
　
生
年
月
日

　
　
　
職
　
業

ふ

り

が

な

第
５
回
人
口
移
動
調
査

光
町
１
丁
目
の
一
部
が
対
象
で
す

児
童
手
当
を
も
ら
っ
て
い
る
人

現
況
届
が
必
要
で
す

応
援
し
ま
す

女
性
問
題
に
つ
い
て
の
自
主
研
修

６
月
29
日
ま
で
に
更
新
を

母
子
医
療
の
受
給
資
格



お
知
ら
せ
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

「
縁
起
で
も
な
い
」
と
は
よ
く
聞
く

こ
と
ば
で
す
。
私
た
ち
は
不
吉
な
こ
と

に
対
し
て
は
こ
と
さ
ら
に
敏
感
で
す
。

『
夜
さ
り
（
晩
）
に
手
足
の
爪つ

め

を
一
緒

に
つ
む
（
切
る
）
も
の
で
は
な
い
』

『
足
袋

た

び

を
は
い
て
寝
る
と
親
の
死
に
目

に
あ
わ
ぬ
』

『
晩
に
下
駄

げ

た

を
お
ろ
す
も
の
で
は
な
い
。

お
ろ
す
と
き
は
ク
ド
（
カ
マ
ド
）
の
灰

を
つ
け
よ
』

『
晩
に
着
物
を
お
ろ
す
も
の
で
は
な
い
』

『
神
さ
ま
・
仏
さ
ま
に
夕
花

ゆ
う
ば
な

を
さ
す
も

の
で
は
な
い
。
夕
花
は
愁う

れ

い
に
使
う
』

『
夜
干

よ

ぼ

し
は
家
の
栄
え
ん
』

『
夜
明
け
に
鳴
く
鶏

に
わ
と
り

が
夜
中
に
鳴
く
と

”よ
そ
の
宝
を
ト
ッ
テ
コ
ー
“
と
言
っ

て
喜
ぶ
』

鶏
の
夜
鳴
き
は
人
に
悪
い
心
を
起
こ

さ
せ
る
と
い
う
意
味
で
し
ょ
う
か
。

『
夜
さ
り
に
下
が
る
ク
モ
は
親
に
似
て

も
殺
せ
』

夜
と
か
晩
と
い
う
こ
と
ば
が
入
っ
て

い
る
こ
と
わ
ざ
は
、
凶
事
に
あ
わ
な
い

た
め
の
心
構
え
を
教
え
た
も
の
が
多
い

よ
う
で
す
。

同
じ
ク
モ
で
も

”朝
の
ク
モ
“
は
吉き

っ

祥
（
め
で
た
い
し
る
し
）
で
す
。

『
朝
、
ク
モ
が
下
が
る
と
一
日
縁
起
が

よ
い
の
で
、
フ
ツ
ク
ラ
（
懐

ふ
と
こ
ろ

）
に
入
れ

よ
』今

で
は
、
天
井

て
ん
じ
ょ
う

か
ら
ク
モ
が
下
が
る

と
家
中
大
騒
ぎ
に
な
る
と
こ
ろ
で
し
ょ

う
が
、
昔
は
家
の
中
で
ヤ
モ
リ
や
ネ
ズ

ミ
な
ど
を
見
か
け
る
の
は
め
ず
ら
し
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

理
由
の
一
つ
は
、
建
材
や
家
屋
の
造
り

方
が
、今
と
は
違
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

昔
の
い
な
か
の
家
は
、
天
井
板
が
張
っ

て
あ
る
の
は
畳
の
敷
い
て
あ
る
部
屋
だ

け
で
、
土
間
や
炊
事
場
に
は
天
井
板
が

張
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
上
を
向
く
と

梁は
り

の
用
材
や
麦
わ
ら
屋
根
の
裏
側
が
丸

見
え
で
し
た
。
天
井
板
が
な
い
の
は
、

い
ろ
り
や
カ
マ
ド
の
煙
を
外
に
出
し
や

す
く
す
る
た
め
で
す
。

『
ク
モ
が
手
を
ひ
ろ
げ
て
お
り
る
と
、

お
客
人

き
ゃ
く
じ
ん

の
ご
ざ
ら
っ
し
ゃ
て
も
（
来
ら

れ
て
も
）
お
み
や
げ
も
な
ー
も
持
っ
て

来
ら
っ
し
ゃ
れ
ん
』

『
ツ
バ
メ
が
家
の
中
に
巣
を
か
け
る
と

縁
起
が
よ
い
』

昔
の
農
村
で
は
初
夏
の
こ
ろ
に
な
る

と
、
ど
こ
の
家
に
も
ツ
バ
メ
の
夫
婦
が

出
入
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
出

入
り
口
は
、
戸
の
す
き
間
や
障
子
の
破

れ
目
で
す
。
そ
し
て
、
田
植
え
が
始
ま

る
こ
ろ
に
は
、
天
井
の
梁
に
ポ
ケ
ッ
ト

を
付
け
た
よ
う
に
、
泥
と
ワ
ラ
く
ず
で

見
事
に
巣
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
や
が

て
ツ
バ
メ
の
夫
婦
は
卵
を
抱
き
、
ひ
な

を
か
え
し
ま
す
。
巣
の
下
の
畳
に
は
ツ

バ
メ
の
親
子
の
フ
ン
が
落
ち
て
く
る
の

で
、
木
の
板
や
新
聞
紙
を
敷
い
て
お
き

ま
し
た
。
ツ
バ
メ
の
聞
き
な
し
（
鳴
き

声
の
聞
こ
え
方
）
は
、

土つ
ち

食く

て
、
虫
食
て
、
後の

ち
ゃ
何な

に
食く

ー
お
か
、
シ
ブ
ー
イ

で
す
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会
　
平
田
善
積

ま
じ
な
い
・
う
ら
な
い

・
縁
起
　
そ
の
２

269

ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の
海
外
へ
移
住
し
た

福
岡
県
出
身
者
が
、
９
月
に
初
め
て
福

岡
県
に
集
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
人
が
里
帰
り
で
き

る
よ
う
、
そ
の
渡
航
費
用
を
助
成
す
る

た
め
の
募
金
を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

振
込
先

▽
福
岡
銀
行
天
神
町
支
店

普
通
　
１
７
８
５
８
３
５

▽
西
日
本
銀
行
天
神
町
支
店

普
通
　
１
５
３
８
０
４
４

口
座
名
義

�
福
岡
県
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー

※

一
口
１，

０
０
０
円
で
、
振
込
手

数
料
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

�
福
岡
県
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー

�
（
725
）
９
２
０
４
　

【

h
ttp
:w
w
w
.ko

ku
sa
ih
iro
b

a.o
r.jp

】

蔵
書
点
検
の
た
め
、
６
月
５
日
�
ま

で
、
市
民
図
書
館
を
お
休
み
し
ま
す
。

移
動
図
書
館
車
た
ん
ぽ
ぽ
号
も
、
お

休
み
し
ま
す
。

な
お
、
本
の
返
却
は
入
り
口
横
の
返

却
ポ
ス
ト
で
受
け
付
け
ま
す
。

４
月
に
行
っ
た
建
設
工
事
の
入
札
結

果
（
工
事
金
額
５
千
万
円
以
上
）
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
整
備
事
業

光
伝
送
路
設
備
工
事

工
事
期
間

４
月
25
日
〜
７
月
31
日

契
約
金
額

７，

８
７
５
万
円

工
事
業
者

古
河
電
気
工
業
㈱

春
日
西
中
学
校
校
舎
大
規
模
（
内
部
）

改
造
（
第
２
期
）
工
事
建
築
主
体
工
事

工
事
期
間

５
月
２
日
〜
８
月
31
日

契
約
金
額

２
億
４，

６
７
５
万
円

工
事
業
者

㈱
吉
川
工
務
店（

財
政
課
）

市
民
お
よ
び
利
害
関
係
者
の
意
見
を

聴
く
た
め
、「
西
鉄
春
日
原
駅
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り
」
に
関
す
る
都
市
計
画
の

案
を
縦
覧
し
ま
す
。

こ
の
案
に
対
し
て
意
見
が
あ
る
場
合

は
、
縦
覧
期
間
中
に
、
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

都
市
計
画
の
縦
覧
内
容

都
市
計
画
道
路
（
市
決
定
）

駅
前
広
場
を
含
む
春
日
原
駅
前
線
と
、

西
鉄
天
神
大
牟
田
線
の
側
道
の
新
規
決

定縦
覧
期
間

６
月
13
日
�
〜
27
日
�

（
土
・
日
曜
日
は
休
み
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

縦
覧
場
所

都
市
計
画
課
（
市
役
所
３

階
）

問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

都
市
計
画
の
案

市
が
行
う
建
設
工
事
の

入
札
結
果

休
館
し
ま
す
市
民
図
書
館
　

６
月
５
日
�
ま
で

海
外
福
岡
県
人
会
世
界
大
会

渡
航
費
用
助
成
募
金
に
ご
協
力
を

し
ょ
う
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6
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
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¡
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かわいい子どもたちの笑顔と拍手に迎えられて、人形劇の
“はじまり、はじまり”。

結成以来、少しずつ増えてきた手作りの人形は、子どもた
ちの人気者です。毛勝児童センターではもちろん、市内の保
育園や子ども会などでも活動しています。
さあ、今日もポケットに楽しいお話を詰め込んで出発です。

その3



春
日
家
族
・
ク
イ
ズ
・
散
歩
道
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最
近
、
あ
っ
と
い
う
間
に
家
の
カ
ギ

を
開
け
て
住
居
に
侵
入
す
る
ピ
ッ
キ
ン

グ
に
よ
る
空
き
巣
被
害
が
急
増
し
て
い

る
と
か
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
も
よ
く
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
す
ぐ
に
開

く
の
は
こ
の
型
の
カ
ギ
」
と
紹
介
し
て

あ
り
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
私
の
家
の
カ

ギ
が
そ
う
で
し
た
。
ま
た
、「
机
や
タ

ン
ス
の
２
段
目
の
引
き
出
し
に
大
事
な

も
の
を
入
れ
る
人
が
多
く
、
空
き
巣
は

そ
こ
を
一
番
に
狙
う
」
と
の
こ
と
。
ガ

ー
ン
、
こ
れ
も
私
に
当
て
は
ま
り
ま
す

▼
と
て
も
不
安
に
な
っ
て
、
と
り
あ
え

ず
そ
の
日
す
ぐ
に
、
大
事
な
も
の
を
別

の
場
所
に
隠
し
ま
し
た
（
実
は
後
日
、

ど
こ
に
隠
し
た
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て

大
変
だ
っ
た
の
で
す
が
…
）▼
確
か
に
、

そ
ん
な
に
高
価
な
も
の
は
置
い
て
い
な

い
の
で
、
空
き
巣
に
入
ら
れ
て
も
、
と

ら
れ
る
も
の
は
な
い
と
い
え
ば
そ
れ
ま

で
。
で
も
、
見
知
ら
ぬ
だ
れ
か
が
家
に

侵
入
す
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
恐
怖
で

す
。
実
際
に
、
も
の
を
盗
ま
れ
る
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
命
ま
で
も
奪
わ
れ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
事
件
も
あ
り
ま
す
▼

こ
わ
い
、
こ
わ
い
と
思
い
つ
つ
、
今
だ

に
特
別
な
対
策
を
し
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
被
害
に
あ
っ
て

か
ら
で
は
遅
い
。
そ
ろ
そ
ろ
本
気
で
防

犯
対
策
を
考
え
な
く
て
は
と
思
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

（
伊
）

空
き
巣
に
ご
用
心

問１　②不用品の有効活用
問２　②贈らない、求めない、受け取らない
問３　③浮羽町つづら棚田　
問４　③フルート＆ギター
問５　①シェイクママンズ
（応募総数　47通）

７月から市長が公民館に出かけて行うのは？
①出張トーク
②手前トーク
③出前トーク

家の中に巣をかけると縁起がよいのは？
①ツバメ
②クモ
③コウモリ

参議院比例代表選挙で新しく導入されるのは？
①男女混合名簿式
②非拘束名簿式
③５０音順名簿式

屋外５０ｍプールを利用できるのは？
①中学生以上の人
②小学生以上の人
③だれでも利用できる

｢春日市緑の基本計画｣の基本方針は？
①切る・刈る・倒す
②守る・創る・育む
③食う・寝る・遊ぶ

ヒント　ほかのページを見てください。

応募方法／ハガキに①市報の月日号、②クイ
ズの答、③住所、④氏名、⑤電話
番号、⑥市報に関する感想や要望
などを書いて、お送りください。

あて先／〒816－8501春日市役所広報担当
締め切り日／６月20日（必着）
賞品・当選発表／

全問正解者の中から抽選で、10人に
図書券（500円分）を差し上げます。
なお、賞品の発送をもって発表にか

えさせていただきます。

「
将
来
、
自
宅
を
改
造
し
て
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が

自
由
に
使
え
る
場
を
提
供
し
た
い
」。
自
分
の
夢
を
こ
う
語

る
の
が
、「
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日
」
の
代
表
を
務
め

る
近
藤
幸
恵
さ
ん
で
す
。

市
内
で
個
々
に
活
動
す
る
育
児
サ
ー
ク
ル
や
子
育
て
支

援
グ
ル
ー
プ
を
結
び
つ
け
、
共
に
情
報
交
換
し
な
が
ら
楽

し
く
子
育
て
し
よ
う
と
平
成
11
年
に
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
設
立
。
以
来
、
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
り
、
子

育
て
に
悩
む
母
親
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
り
と
多
忙

な
毎
日
で
す
。

「
そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
は
私
自
身
の
子
育
て
体
験
。

転
勤
族
と
し
て
全
国
を
回
り
な
が
ら
、
行
く
先
々
で
近
所

の
人
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
子
育
て
し
て
き
ま
し
た
か
ら
」

と
、
当
時
の
地
域
の
温
か
み
を
懐
か

し
む
よ
う
に
話
す
近
藤
さ
ん
。

や
が
て
子
育
て
が
一
段
落
す
る
と
、

今
度
は
自
分
が
そ
の
お
返
し
を
す
る

番
と
、
い
ろ
ん
な
活
動
に
参
加
し
て

地
域
の
子
育
て
機
能
回
復
に
努
め
て

き
ま
し
た
。

今
回
、
そ
こ
で
得
た
経
験
を
生
か

し
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
関
心
を
持

っ
て
も
ら
う
た
め
、
友
人
の
力
を
借

り
な
が
ら
市
内
で
同
様
の
活
動
を
行
う
団
体
や
個
人
に
呼

び
か
け
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
と
こ
ろ
頻
発
す
る
幼
児
虐
待
事
件
に
、

近
藤
さ
ん
は
、
ま
す
ま
す
悪
化
す
る
育
児
環
境
を
憂
い
ま

す
。「

今
後
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
地

域
に
密
着
し
た
公
民
館
の
活
用
に
も
力
を
注
ぎ
た
い
」
と

意
欲
的
で
す
。
子
育
て
に
関
わ
り
の
あ
る
者
同
士
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
の
い
ろ
ん
な
人
た
ち
と
の
交
流
の
大
切
さ

も
力
説
し
ま
す
。

最
近
、
娘
さ
ん
が
「
母
は
、
毎
日
、
人
の
た
め
に
尽
く

す
こ
と
を
生
き
が
い
に
働
い
て
い
ま
す
」
と
人
に
話
し
て

い
た
と
聞
き
、
自
分
が
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
、
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。
案
外
、
自
分
の
こ
と
を
誇
り
に

し
て
く
れ
て
い
る
身
近
な
人
の
存
在
が
、
近
藤
さ
ん
の
活

力
の
源
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

自
分
の
人
生
設
計
を
５
年
き
ざ
み
で
考
え
て
い
る
と
い

う
近
藤
さ
ん
。「
行
く
行
く
は
、
自
宅
を
お
年
寄
り
に
も
開

放
し
よ
う
か
な
」
と
も
。

５
年
後
も
、
そ
の
活
躍
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
す
。

※

「
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日
」
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
近
藤
（
�
５
９
５
―
２
４
６
４
）
ま
で

代表　近藤
こんどう

幸恵
さ ち え

さん
〔惣利地区〕



◆
モ
デ
ル
さ
ん
に
は
、
写
真
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

５月６日、市役所駐車場でガレージセール（不用品市）が
行われました。
これは、家庭で眠っている不用品を有効に活用し、リサイ

クル社会を目指そうというもの。
この日の出店数は１１３。掘り出しものを見つけようと、

朝から多くの人がやってきて、会場は大にぎわい。衣類や雑
貨などを前に、あちらこちらで値段交渉を楽しむ様子が見ら
れました。
参加した人からは、｢自分がいらないと思っていたものを

買ってもらえてうれしい｣｢欲しかったものが安く手に入っ
た｣と喜びの声。売る人も買う人も大満足の一日となったよ
うです。

発行／春日市役所
編集／春日市役所企画情報課広報担当
印刷／（資）四ヶ所印刷
〒816-8501 福岡県春日市原町3丁目１番地5 
1092（584）1111
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

●市の人口　１０６,３５１人�
　　　　　（前月比＋568人） �

　　女５３,８４８人　男５２,５０３人�
●世帯数　　40,843世帯�

●転入　1,729人　●出生　86人�

●転出　1,214人　●死亡　39人�

　　　　　　　　　（4月30日現在）�

URL

v
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

春日市商工会館（伯玄町２丁目）の完成を祝う式典が、５月13日、会員や関係者約２０

０人が出席して行われました。

新会館は、玄関ロビーを総ガラス張りの吹き抜けにするなど、しゃれたデザインの鉄筋

コンクリート造り２階建て。

ＩＴ（情報通信技術）時代にふさわしく、ＯＡ化された事務室やパソコン10台を備えた

記帳指導室などもあります。

また２階には、個々の研修室の仕切りを取り外すと２５０人を収容できる大研修室とな

る工夫も取り入れられています。

式典では、福山
ふくやま

漢治
か ん じ

商工会会長が

｢新会館は、会員の皆さんの情報発着

拠点です。これらの設備を十分に活

用して経営に役立ててください｣とあ

いさつ。

また、来賓として出席した井上
いのうえ

市

長は、｢この素晴らしい施設が市内商

工業の振興に寄与することを期待し

ます｣と祝いの言葉を述べました。

△5月11日 「今年はレンゲの花がたくさん咲いたよ」小倉地区公民館裏庭

△会館全景

v
式
典
で
あ
い
さ
つ
す
る
福
山
商
工
会
会
長




